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活動の概要 童謡の歌詞に込められた真のメッセージを探り、さらには実際に歌うこ

とにより、童謡への関心を深めた。歌詞の意味と解釈、詞とメロディー

との関係、曲の成立背景などについて文献、映像資料等をもとに多角的

に研究した。 
活動のプロセス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究の方法 
○１人１曲、童謡の歌詞に隠された謎について調べた。 
○グループごとに以下のテーマについて研究した。 

  １．遊び歌 様々な遊び歌を系統的に分類し、その歴史について研 
究した。数曲を取り上げ、実践した。 

 ２．秋田の童謡 秋田出身の作曲家について、その生涯と作品を研究 
し、数曲を取り上げ、実際に歌った。 

３．マザーグース イギリスの童謡であるマザーグースについて研究

し、その特徴、日本の童謡との違いについて考察した。 
 ４．ランキング 童謡が多く作られた年代や、現在でも歌われている 

曲が多い作詞家・作曲家などのランキングづけした。 
○現地調査として、分担して浜辺の歌音楽館、「どじょっこふなっこ」の

発祥の地である金足西小学校、インフォメーションセンターで開催さ

れた童謡のコンサートに行った。 
○秋田ゆかりの童謡、「どじょっこふなっこ」の合唱をした。 
○各研究結果をもとに、童謡の役割とこれからについて考えた。 

まとめ 
 
 
 

昔から歌い継がれてきた童謡が、次第に姿を消してきている。しかし、

忘れかけていた多くの童謡を歌い、研究を深めていくうちに童謡の魅力

を再発見した。作者の童謡に対する情熱、詞やメロディーの奥深さに触

れ、こんなにすばらしい童謡が消えてしまうのはあまりにも寂しく、こ

れからも歌い継がれていくべきだと考えるようになった。 
童謡には、異なる世代をつなげる、そして親と子の愛着を形成する役

割がある。歌っていて心地よく、やさしい気持ちになれるものである。 
地域や世代間の交流が減り、親による幼児・児童虐待が社会問題にな

っている現代社会において、童謡の果たす大きいのではないだろうか。

その意味でも童謡を私たちは絶やしてはいけないと思う。 
 


